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令和 ２年１０月 1日 

休校から学年閉鎖へ 
「新型コロナウイル感染拡大防止による休校措置の対応について」 

１ 対応の転換 児童生徒が感染者・濃厚接触者となった場合の基本的な対応を休校 
から学年閉鎖とする（状況によっては休校措置）。

※松戸市「学校における新型コロナウイルス感染拡大防止ガイド

ライン」Ver.４「臨時休校とする場合は、最大２週間の期間と

する（再開に係り、学年または学級閉鎖とする場合もある）」

２ 転換の根拠 （１）市内の小中学校において児童生徒間での感染事例がないこと。 
（２）中学校の部活動を除くと学年を越えての長時間の接触はほぼ

ないこと。

※松戸市は、濃厚接触者となった段階から休校措置（県立学校・

他市の学校は濃厚接触者となった児童・生徒のみ休み）をとって

いるため、全校規模での感染拡大のリスクは低い。

３ 適用開始日 令和２年１０月５日（月）から 

４ 情報解禁日 令和２年１０月３日（土） 

【参考】 
新型コロナウイルス感染症（令和２年９月３０日現在） 
（１）同居人等ＰＣＲ検査報告件数 ４０３件 
（２）臨時休校措置校数         ３０校 

【内訳】 
７月３１日 相模台小学校 

職員陽性（発熱によるＰＣＲ検査）

ＰＣＲ検査：職員３人、児童３２人 ⇒ 全員陰性
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８月 ３日 八ヶ崎小学校 
職員陽性（帰省のため、ＰＣＲ検査）

ＰＣＲ検査：児童３１人、支援員１人、放課後児童クラブを

利用する児童６８人 ⇒ 全員陰性

８月 ８日   栗ヶ沢中学校 
職員陽性（家庭内感染）

ＰＣＲ検査：職員４人（うち濃厚接触者２人）、生徒７人、

保護者５人 ⇒ 全員陰性

８月１４日 市立松戸高校 
生徒陽性（市川市内の塾）

ＰＣＲ検査：職員３人、生徒１０６人 

⇒ 生徒２人陽性、ほか陰性

※ほか２６校については、児童・生徒の家族等が陽性となり、職員、児童・ 
生徒が濃厚接触者であったための休校措置

【問い合わせ先】 
学校教育部学務課　☎０４７－３６６－７４５７
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